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小松かるた会

競
技
か
る
た
、

一
瞬
に
か
け
る
百
人
一
首
へ
の
想
い

　設
立
し
て
約
30
年
、
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
小
・
中
・
高

等
学
校
各
部
門
で
の
優
勝
者
や
、
か
る
た
の
女
性
最
高
峰

タ
イ
ト
ル
・
ク
イ
ー
ン
戦
に
３
回
挑
戦
者
を
輩
出
す
る
な

ど
、
輝
か
し
い
功
績
を
持
つ
小
松
か
る
た
会
。
試
合
で
相

手
よ
り
も
早
く
札
を
取
れ
た
時
の
爽
快
感
が
競
技
か
る
た

の
魅
力
な
ん
だ
と
か
。

　か
る
た
歴
21
年
の
道
慎
太
郎
さ
ん（
28
歳
）は「
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
１
年
生
の
時
の
学
校
で
の
か
る
た
体

験
で
し
た
」と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
小

式
部
内
侍
の
句
が
好
き
な
中
橋
麿
奈
香
さ
ん（
小
４
）は

「
相
手
陣
の
一
番
奥
に
あ
る
札
を
取
れ
た
時
が
う
れ
し
い

で
す
」と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
年
の
目
標
は

全
国
中
学
生
大
会
で
の
優
勝
で
す
！
」と
語
っ
て
く
れ
た

五
條
愛
さ
ん（
中
３
）は
、
８
月
の
全
国
大
会
団
体
戦
で
見

事
、
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　小
松
か
る
た
会
で
は
、
子
供
百
人
一
首
教
室
を
開
催
し
、

百
人
一
首
に
初
め
て
触
れ
る
子
供
達
に
札
の
覚
え
方
の
コ

ツ
や
競
技
か
る
た
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
な
ど
、
か
る
た
の

普
及
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
、
小
学
生
か
ら

社
会
人
ま
で
白
熱
し
た
練
習
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
見
学
に
訪
れ
て
み
て
は
。

練
習
日

　毎
週
木
曜
日
19
時
〜
21
時
30
分

　芦
城
セ
ン
タ
ー

※

子
供
百
人
一
首
教
室

　第
１
・
第
３
土
曜
日
10
時
〜

　

第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
第
２
・
第
４
土
曜

日
９
時
30
分
〜

　芦
城
セ
ン
タ
ー

　

問
い
合
わ
せ

　宮
橋
勝
栄

　☎
41
・
１
４
２
６

すばらし
き
仲間た

ち

問い合わせ　観光交流課　☎24・8076

日本遺産「珠玉と歩む物語 こまつ」のエンブレムができました
しゅぎょく

小松市イメージキャラクター
「カブッキー」

　このエンブレムは、石や鉱物の結晶を
イメージして、小松の頭文字の「K」をかた
どり作られています。小松で採れる様々
な石の色を、2種類の配色で表しました。
　石の文化を過去から未来へいつまでも
大切に引き継いで欲しいという願いが、
デザインに込められています。

▲観音下石や滝ケ原
石、九谷の陶石など
をイメージした配色

▼碧玉やメノウ、紫水
晶などの宝石をイメー
ジした配色

みんなはどっちのエン
ブレムが好きかな？

や

さしいま

ち
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乗りもの
の
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しゅっぱ
つ!!
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